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Ⅰ　序　　　論

１　研究目的と研究方法
　福島県須賀川市は福島県のほぼ中央に位置し，
2021年６月現在およそ７万５千人の人口を有する。
1889年に町制が，1954年より市制が施行されてい
る。須賀川市内旧三丁目町内会地域では毎年７月13

日から７月16日までの４日間にわたって岩瀬神社祭
礼，通称「きうり天王祭」が行われている（地図１）。
「きうり天王祭」に類似した「きうり天王」「きゅう
り天王」「きゅうり天王祭」「天王様」「きゅうり封
じ」などの「牛頭天王を祀り，供え物にきゅうりが
関係している天王祭」は，岩手県，宮城県，福島県
など東北地方を中心に全国各地に点在する。多くは
旧暦６月15日に合わせて牛頭天王を祀り，神社境内
で祭礼を執り行う形のもので，須賀川市旧三丁目町
内会地域で行われるきうり天王祭（以下「きうり天
王祭」）のもととなった牛頭天王社の祭礼も同様の
ものであった。
　須賀川商工会議所ホームページによると，現在の

須賀川市の「きうり天王祭」は，４日間かけて行わ
れ，岩瀬神社から離れた三丁目町内の一角に御仮屋
を設け，７月13日に岩瀬彦命の御神体，７月14日に
牛頭天王の御神体をそれぞれ神炊館神社より御仮屋
内の御神輿に遷宮し，参拝者は14日の宵祭りに合わ
せて御仮屋にきゅうりを奉納する。また，神社の氏
子たちによってではなく旧三丁目町内会の主導でき
うり天王祭実行委員会が組織され，毎年のお祭りが
行われている。「きうり天王祭」の歴史は260年とも
いわれ，旧三丁目町内会地域の中で長い時間をかけ
て育まれてきた祭りである。しかしながら，その根
拠は示されていない。
　本研究では，須賀川市の旧三丁目町内会地域で行
われている「きうり天王祭」を取り上げ，その歴史
的背景と祭りの変容について文献と聞き取りから，
それぞれ得られた情報を整理する。
　また，牛頭天王社祭礼や天王祭に関しては渡辺
（1999），池内（2006），川村（2007）など多数の研
究者によって様々な視点から研究がなされている
が，きうり天王祭の祭りそのものに関する詳細な研
究はこれまでなされてこなかった。そのため，現在
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の須賀川市旧三丁目町内会地域における「きうり天
王祭」の保存状況を，詳細な調査記録として残すこ
とを試みる。具体的な方法としては，主催者である
きうり天王祭実行委員会・きうり天王祭露天出店実
行委員会・旧三丁目町内会の協力を得て参与観察に
よる実地調査を行い，現在行われている須賀川のき
うり天王祭がどのような儀式によって構成されてい
るのか，いつ，どこで，何が行われているかに注目
してみていくこととする。
　また，主催町内会である旧三丁目町内会全域を対
象としたアンケート調査を実施し，主催町内会に居
住する住民は「きうり天王祭」に対してどのように
関わっているのか，満足しているのか，今を生きる
旧三丁目町内会住民にとって不満な点・問題点と
なっていることは何かを明らかにし，地域コミュニ
ティにおける「きうり天王祭」の機能とその位置づ
けについて，今後の祭りの存続意義や展望にも触れ
ながら考察を試みる。

２　従来の研究
　祭礼研究の基礎を築いた柳田（1942）は，日本の
祭の最も重要な一つの変わり目は，祭りの参加者の
中に信仰を共にしない「見物人」の群衆が誕生した
ことであると述べている。見物人の誕生によって本
来素朴なものであった祭礼は，農民が「見られる

祭」を美しくしようと心がけ，儀式のいろいろな組
み合わせが起こり，ひとつの「まつり」の中に祭礼
をはじめとする様々な行事が含まれることとなった
としている。さらに，中世以来，都市民が祭礼を一
層華やかにさせたことについても指摘している。森
田（1990）は祭りを文化人類学的アプローチの観点
から，定期的な儀礼祭りの実施は集団内の秩序の再
確認，集団の維持，存続という効果を狙って集団自
身，または集団の中心メンバーが企画するものと説
明している。個人がどの祭りに参加するかは，どの
集団に自己のアイデンティティを求めるかと同じ意
味をもつとしている。そして，アイデンティティを
確認するためには他者からの承認欲求の充足が不可
欠であることから，祭りは遅かれ早かれ人々を繋ぐ
社会的な祭りへと向かわざるを得ないことを指摘し
ている。
　また，真野（2001）は祭りへの人々の関わり方に
ついて，祭りへのかかわり方には人によって千差万
別の立場があると述べている。祭りを執行する立場
にある人々にとっての祭りに関し，特に地域の祭り
である場合には祭りは地域社会での生活にとって大
きな節目となるとしている。また，見物人の役割が
祭りの発展に大きく寄与していること，近年では外
部から入り込んで，みずから祭りに参加する人々も
無視できない存在となっていることについても触れ

地図１　調査対象地域
注：太線で囲まれた地域は旧三丁目町内会地域を示す
　　御仮屋から中町方面に伸びる太線は露店が出店する道路を示す。
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ている。岡・初澤（2001）は須賀川松明あかしにつ
いて，伝統行事から「つくられた伝統行事」への変
化の過程とその要因を明らかにしたうえで，「つく
られた伝統行事」であっても人々に自己や地域のア
イデンティティを確認させる役割を果たすことを指
摘している。

Ⅱ　きうり天王祭の概要

１　きうり天王の歴史的背景
　きうり天王祭実行委員会・須賀川市三丁目町内会
へのヒヤリング（2017年12月）によれば，「きうり
天王祭の由来」は以下の通りである。
　「『牛頭天王』は疫病除けの神様として古くから
崇められた。『牛頭天王』のご本尊は市内稲荷町に
ある朝日稲荷神社境内の岩瀬神社に祭られている。
人々は毎年宵祭の７月14日，もともと広大なきゅう
り畑のあったという三丁目浦町に御仮屋を建て疫病
退散を祈る祭事を行ってきた。天王様にはきゅうり
を２本持ってお供えし，一本をもらって帰る。これ
を食べると病気にかからないとも言い伝えられてい
る。
　むかし農家はこの祭りで種子の交換もしたらし
く，祭は麦や野菜という夏作物の収穫祭でもあっ
た。天王祭のお祭りまでは，きゅうりを食べない家
もあった。
　御仮屋へ参拝する途中には，天王様を先導する神，
天狗の形相をした「猿田彦」が立つ。宝暦年間が始
まりとされるこの祭りは，260年も続いており，年々
盛んで毎年６万人もの人出で賑わっている。
　須賀川市史などで紹介されているように，かつて
は『きゅうり天王』と呼んで親しまれてきたが，現
在は『きうり天王』と称し，須賀川の夏を告げる一
大祭事として市民から広く愛されている。」
　この由来がこれまで続いてきた「きうり天王祭」
のまつりの様子を描いていることは事実である。し
かしながら，この由来は口承によるもので，いつ，
誰の手によって作成されたものかは定かではない。
そのため，本節においては文献資料を用いてきうり
天王祭の歴史的背景について検討する。

①　明治維新以前
　『須賀川市史３近世』の岩瀬神社の項目で，文
化11（1814）年の『牛頭天王記録帳』（当時南町
町内会所蔵，現所蔵不明）には「牛頭天王ノ儀，

例年六月十五日・同十二日道普譜致，御狩屋相立
御神輿写置申候，錺物ハ十三日夜ニ致，同夕濁池
迄御迎ニ出候（略），休年ハ神主壱人ニテ相済候
共渡祭ノ節ハ今壱人相頼申候（略），右之通リニ
相定置申候，尤渡祭之節白川寺御役所願書差出申
候（略），十五日渡祭之節諏訪権社内ニ御休有之
候其設人足江酒振舞申候，人足之儀ハ惣町ヨリ都
合廿壱人是本町両所へ相願申候」との記述があっ
たことや，安政６（1859）年の『稲荷山牛頭天王
御神輿再興寄進帳』（所蔵 不明）において，「宝
暦（1751-1764）年間にはすでに神輿渡御があっ
たが，明和元（1764）年に火災によって焼失し，
その後しばしば仮の神輿を造営して，祭りを執行
してきた」と記述があったことが記録されており，
少なくともこの地域で牛頭天王を祀る祭事が存在
し，その内容は旧暦の六月十二日から御仮屋に神
輿を準備し，十三日に飾り付けを行い，同日夕刻
に神を御仮屋に御迎えし，十五日には御役所に届
け出をしたうえで神輿渡御を行うといった流れで
行われていたことがうかがえる。また神輿渡御は
隔年で行われ，休年は神主がひとりお祀りを済ま
せていて，神輿渡御はなかった，ということであ
る。しかしながら，2017年現在，これらの史料は
所在不明となっており，原本を確認することはで
きなかった。
　現存する文献の中で最も古いものは，『白河風
土記・下巻・卷之十二』である。白河風土記は白
河藩主松平定信の命により儒学者広瀬典が編纂し
たもので，完成は文化２（1805）年である。現存
するものは大正元年に刊行された活字本となる。
本文中には朝日稲荷社と牛頭天王社に関する記述
がみられ，その中で牛頭天王社は，「朝日稲荷ノ
社地中ニアリ隔年ニ六月十四日ヨリ十五日迄當町
ノ黒門町ノ南木戸ノコトノ側へ假殿ヲ建テ神輿ヲ
渡ス其始メノ年暦ハ不詳下ニ録ス諏訪卜隔年ノ祭
事ナリ神輿ヲ市中へ渡スハ十五日ナリ」（原文マ
マ）と記述されている。
　このことから，白河風土記完成の1802年以前よ
り牛頭天王を祀る祭事が存在し，その祭事は旧暦
六月十四日・十五日に行われ，その祭事では黒門
のそばに御仮屋を建て隔年で神輿渡御をしていた
という当時のまつりの様子を読み取ることができ
る。
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②　明治維新～第二次世界大戦以前
　明治維新後の資料としてまず挙げられるのは
『岩瀬郡誌』である。『岩瀬郡誌』は1911年に福島
県が掲示した郷土誌編纂要項の訓令により編纂さ
れた郡誌で，1911年から1919年までの８年で完成
に至ったものの，当時は刊行に至らず，その後
1922年に増補したものが刊行された。このうち「第
三節 休日制度及び労働上の習慣」で休日とその
月日または季節，その行事の概要が記載され，天
王祭一祭日六月十五日の記述がみられる。行事の
概要は，「即ち山城八阪神社及び尾張津島神社（共
に□□牛頭天王）の祭日なるを以て祠宇の有無に
拘らず之を祀り且胡瓜を献ずるを例とす又土用餅
と称する私典を挙げ近親等を招饗する者多し」（原
文ママ）と記されている。
　また，1912年に須賀川町郷土史編纂委員会に
よって編纂された『須賀川町郷土誌・下巻』の「六
月」には「六月十五日ハ二丁目，三丁目ノ天王祭
ニテ御神體ハ旭ヶ岡稲荷神社境内ニ祀リアルヲ二
丁目ニ仮屋ヲ建テ之ヲ移シテ祭リヲ行フナリ人々
胡瓜ヲ上ゲテ拝ス三本位アゲテ一本他ノ胡瓜ヲ戴
ク習ヒアリ『天王祭ヲ拝シテ胡瓜ヲ戴ケバ疫病ヲ
免ル』卜唱ヒ人出ノ多ク奉納ノ胡瓜萬ヲ以テ算フ
ト云今ハ七月十五日ヲ以テ祭日トセリ」との記述
があり，祭日が７月に変わったことがはじめて明
記されている。
　また，大正時代の『須賀川町割図』（原本は須
賀川市博物館蔵，一部複写は須賀川市図書館蔵）
からは当時の須賀川町の様子を見ることができ
る。当時の本町三丁目（現在の旧三丁目地域）の
周辺には拓けた田んぼや畑は描かれておらず，須
賀川町内に描かれている田んぼあるいは畑らしき
ものについても何を栽培しているかは具体的に読
み取ることができない。現在の由来で言い伝えら
れているような「広大なきゅうり畑」が旧三丁目
地域の近くに存在していたとは確認できない。
　これらの明治時代から大正時代にかけての文献
での記述内容を整理すると，明治維新以前の天王
祭とは異なる部分が浮かび上がる。
　第一に，まつりの呼称についてである。牛頭天
王を祀る祭事を天王祭あるいは胡瓜天王と呼称
し，きゅうりを奉げるようになったのは明治期で
あることが明らかとなった。また，「きゅうりを
供えるお祭り」という認識が浸透していったのは
この時期であることが記録から読み取ることがで

きる。
　第二に，祭日である。旧暦６月15日と定められ
ていたが，明治改暦での太陽暦採用をきっかけと
して，祭日は一か月遅れの新暦７月15日に変更さ
れた。しかしながら明治何年から新しい日取りで
祭りを開催することになったのかの特定には至ら
なかった。
　第三に，それまでの時代は牛頭天王の祭りは神
輿渡御を中心とする祭事であったものが，明治期
にはそれまで行われていたはずの隔年での神輿渡
御については記述されていない。
　第四に，明治期の記録では信仰，祭礼としてで
はなく年中行事として天王祭，あるいは胡瓜天王
が記録されている。
　この背景として牛頭天王が明治維新以降の廃仏
毀釈の対象とされたことがある。牛頭天王は日本
における神仏習合の神であり，明治維新後の国家
神道を中心とする社会においては否定された。明
治期以降，天王祭が祭礼としてではなく，「年中
行事」として記録されているのはこのためである。
この結果，きうり天王祭は神事や神輿渡御などを
執り行い，祭礼としての形態を整えているにもか
かわらず，天王講による「私祭」として扱われて
きた。
　この四点より明治から大正にかけての時代は，
それまで行われてきた天王祭の内容や性質が変容
したことで，現在行われている年中行事としての
「きうり天王祭」が形成された時期であるといえ
る。

③　第二次世界大戦後～現在
　第二次世界大戦中の記録として，須賀川に疎開
していた洋画家・太田三郎（1884-1969）が須賀
川に在住していた際の出来事を書き残した『民俗
と藝術-東奥紀聞』が挙げられる。太田は，「須賀
川年中行事抄」の章で「（旧暦）六月十五日，胡
瓜天王のお祭である。常には旭ケ岡稲荷の境内に
安置してある神體を，二丁目に設へた假屋へ移し，
胡瓜を供へて祈る。胡瓜三本を持って行って献げ
て，かねて供へられてをるのの，中から一本を受
けて帰り，それを喰べると一年中悪疫に罹らない
といふ。この日供へる胡瓜は，例年一萬を超える
さうだ。もの堅い家では，胡瓜天王へ供へない前
には，胡瓜を食べない」と祭りの様子を綴ってい
る。
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　第二次世界大戦後も，きうり天王祭は途絶す
ることなく継続した。『須賀川市史 現代２』には
1969年に福地朱実氏によって行われた，露店出店
状況の調査記録が示されている。これは露店出店
に関する最も古い情報であり，「高度経済成長と
ともに宵祭りの規模がどんどんと大きくなって
いったと思う」という旧三丁目町内会の高齢者の
証言と合致する。露店街は御仮屋から須賀川市街
地方向に伸びていったため，宵祭りの空間は従来
の町境から町境までではおさまらなくなり，旧三
丁目町内会地域を超えて広がった。このことは宵
祭りの大規模化・きうり天王祭の大衆化を示して
いる。この時期，きうり天王祭は「三丁目天王講」
によって取り仕切られていた。三丁目天王講を構
成していたのは旧三丁目町内会在住の若い男衆に
よって構成された青壮年会であった。
　平成になってからの「きうり天王祭」は，法律
の制定や改正に大きく影響を受けている。
　ひとつは，1990年に公布され，翌年３月１日か
ら施行された「暴力団員による不当な行為の防止
等に関する法律」通称「暴力団対策法」である。
この施行により，それまできうり天王祭の運営を
一任してきた組織である三丁目天王講は，暴力団
排除への協力体制を整えるために「きうり天王祭
実行委員会」「きうり天王祭露天出店実行委員会」
へと組織の見直しを行った。もうひとつは，建築
基準法の改正によって御仮屋建てと御仮屋取りほ
ぐしのために足場の設置が義務付けられたことで
ある。昭和の時代までは御仮屋建てと御仮屋取り
ほぐしは旧三丁目町内会地域住民自身の手で行わ
れていた。ところが，法改正によって御仮屋が高
さの基準を上回ったことから，足場設置と組み立
てを外部の業者に発注せざるを得なくなったので
ある。そのため，現在では住民は御仮屋建てと御
仮屋取りほぐしという名目で，御仮屋の資材の出
し入れを行う。
　また，2011年３月11日に発生した東日本大震災
も祭りに変革をもたらした。神炊館神社の宮司に
よれば，東日本大震災の発災以前は牛頭天王の御
神体を神炊館神社で，岩瀬彦命の御神体を朝日稲
荷神社で，それぞれ管轄していた（いつの時代か
らなのか詳細は不明であるが，少なくとも先代以
前からであるという）。そのため，神事について
も神炊館神社と朝日稲荷神社の神職の両者によっ
て執り行われていた。しかし東日本大震災により，

岩瀬神社の管理と岩瀬彦命の御神体のお預かりを
引き受けていた朝日稲荷神社は倒壊し，甚大な被
害をこうむった。朝日稲荷神社を管理していた神
職は鏡石の神社に移動し，朝日稲荷神社は無人の
神社となった。このことにより，かねてより牛頭
天王の御神体をお預かりしていた神炊館神社が，
岩瀬彦命の御神体も併せてお預かりすることと
なった。東日本大震災以後の「きうり天王祭」に
おける神事は，牛頭天王と岩瀬彦命の御神体二柱
をお預かりしている神炊館神社と，朝日稲荷神社
に代わり御嶽山神社（隣接する旧二丁目町内会（現
大町町内会）地域にある）の神職によって行われ
ることとなり，今日に至っている。

２　現在の「きうり天王祭」
　2017年６月の準備段階からおよそ１か月間，きう
り天王祭への参与観察および実地調査を行った。以
下はその記録である。

①　実行委員会組織について
　きうり天王祭は，きうり天王祭実行委員会とき
うり天王祭露天出店実行委員会と旧三丁目町内会
の相互協力によって運営がなされている。きうり
天王祭実行委員会は，きうり天王祭実行委員長一
名，きうり天王祭実行委員会副委員長一名によっ
て構成される「実行委員会代表」のもとに，庶務
会計担当，祭事担当がそれぞれ置かれる。これら
の役職は旧三丁目町内会の要職者が務め，実行委
員会代表はきうり天王祭に関わるあらゆる会議に
出席し，取りまとめを行う。庶務会計担当はきう
り天王祭に係る予算策定・決算報告・会計管理を
担当する。
　旧三丁目町内会は，きうり天王祭の実行部隊と
して祭りを運営していく。隣組組長会，評議員，
親寿会，青壮年会，女性会，こども育成会，町内
会会計，町内会副会長，猿田彦でそれぞれ担当す
る仕事が異なる。隣組組長会は，その年の隣組の
組長によって構成される。事前集金，御仮屋組み
立て・取りほぐしを担当する。協議員は青壮年会，
子ども育成会などで過去に役職を経験した者や嘱
託員，現職の青壮年会長，こども育成会会長，女
性会会長で構成され，全員が祭事委員を兼ねる。
委員は2017年12月現在16名であり，委員の大半が
町内在住歴の長い高齢男性である。親寿会は役員
や評議員，青壮年会や子ども育成会，女性会を引
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退した高齢者によって構成され，御護符づくりを
手伝う。青壮年会は，うちわ集めや警備関係，御
神輿担ぎ，御仮屋でのきゅうりの受け渡しなど祭
りの花形として活躍する。年齢制限はなく，未婚
であることまたは子どもが成長してこども育成会
を抜けている三丁目町内の成人男性であることが
条件である。青壮年会長は旧三丁目町内会の祭
事委員長を兼ねており，まつりごとや神輿渡御の
リーダーを務める。女性会は三丁目町内で子育て
を終えた世代の女性で構成され，祭礼期間連日行
われる直会のために，ご飯の支度や会館の片づけ
などを行う。こども育成会は三丁目町内の高校３
年生までの子どもとその保護者が対象。主に小学
生までがこども行列をなす。中高生の男子だと親
に連れられて青壮年会に混ざり，神輿を担ぐ人も
いる。保護者は子ども行列の誘導や屋台の運営な
どを行う。このほか，町内会会計は御初穂の返礼
や菓子券の取りまとめを行い，市の嘱託員・町内
会副会長は旗場や町境旗の管理を行う。猿田彦は
神職を御仮屋や三丁目会館まで案内したり接待し
たりする祭礼期間限定の役割である。文献には猿
田彦の存在が確認されず，いつごろからこのよう
な役割ができたのかは不明であるが，町内会長を
はじめとする町内の重役を担う者は皆若いころに
経験したという。町内の成人男性から毎年一人，
青壮年会の話し合いによって選出される。基本的
には毎年新しい人がつとめるが，適任者がいない
などの理由で例外もあり，その場合は長くても３
年程度である。比較的若い人が務めるが，年齢，
婚姻の有無，子どもの有無について規定は設けら
れていない。
　きうり天王祭露天出店実行委員会は，須賀川市
の生活部，観光交流課，須賀川商工会議所，須賀
川警察署の刑事課，交通課，須賀川消防署，市内
飲食店組合，県南祭礼商業協議会，大町商店会，
本町商店会，株式会社セイフティ警備保障，福島
交通株式会社などによって構成され，６月から複
数回にわたって関係機関打ち合わせを開催する。
14日宵祭りでの露店出店に関する区割り，取り決
めなどの準備から当日の交通規制やパトロール，
露店の安全点検を担当する。

②　「きうり天王祭」の準備期間について
　５月頃から旧三丁目町内会の青壮年会メンバー
が市内の企業から広告協賛（うちわ）を集める。

集めるうちわはおよそ１万枚強である。青壮年会
メンバーのひとりによれば，うちわ配りが始まっ
たのは1975年ごろであった。ヤクルト販売店の重
役と当時の青壮年会長が知り合いだったことが
きっかけで，元々あった子どものいる家庭に菓子
券を配り，菓子交換を行う慣習の菓子が駄菓子か
ら乳酸菌飲料に変更になった。その時に町内会が
ヤクルトの販売店から乳酸菌飲料を購入するかわ
りに，ヤクルトが広告協賛（うちわ）を出した。
これが後に市内の各企業から広告協賛を集めるこ
とにもつながっている。
　６月13日15時，三丁目会館にて関係機関打ち合
わせ会議が行われた。この会議は15日のきうり天
王祭露天出店実行委員会会議のための事前打ち合
わせが主であった。
　６月15日13時，須賀川商工会議所にてきうり天
王祭露天出店実行委員会会議が開かれた。出席者
はきうり天王祭実行委員会会長，副会長，須賀川
市役所生活部・観光交流課，大町商店会，本町商
店会，須賀川警察署交通課・刑事課，県南祭礼商
業協議会，警備，須賀川商工会議所であった。
　1990年の暴力団対策法の制定・交付によりきう
り天王講が解体となり（1999年教育委員会の調査
当時は天王講），その後きうり天王祭実行委員会・
きうり天王祭露天出店実行委員会へと主催が変更
になった。天王講時代は私祭であったが，現体制
になってからは須賀川市の商工会議所が加わった
ことにより現在，暴力団排除への協力謝礼金とし
て商工会議所からきうり天王祭実行委員会へは助
成金（50,000円）が支払われている。
　６月17日19時，三丁目会館にて三丁目きうり
天王祭隣組長会議が行われた。１組～24組（４・
15・20・21組は欠番）の計20組の組長が集まった。
実行委員会から隣組長に対し，本年度のきうり天
王祭の実施についてのお知らせと，きうり天王祭
協力費（町内会費２か月分・1,200円）の集金の
お願いの申し入れが行われた。
　７月９日10時，三丁目会館にて御護符づくりが
行われた。御護符は袋に米粒をスプーンひとさじ
入れ，封をしたもの。御仮屋にてきゅうりを２本
奉納した参拝者に対し，きゅうり１本とうちわ，
御護符をセットでお渡しする。御護符は評議員と
親寿会で約3,000袋作成。同日16時半より青壮年
会と子ども育成会による軒花売りが行われた。旧
三丁目町内を一軒一軒まわって軒花を売り歩く。
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軒花は３本で500円，オプションの金色の飾りを
セットにすると1,000円で販売される。一種の寄
付金集めである。
　同日17時半，事務所開き（直会）が行われた。
きうり天王祭実行委員三役，評議員，女性会が同
席。女性会は食事の支度を行う。近年は事務所開
きを日付にこだわらず祭礼期間の直前の土曜日，
日曜日に済ませることが多いという。

③　現在の「きうり天王祭」の祭礼期間について
　７月13日より本格的な祭礼期間が始まる。早朝
５時より太鼓巡回が会長，副会長によって行われ
る。御仮屋立て集合の為に会長の運転する軽ト
ラックが町内をまわり，副会長は荷台に乗りこん
で太鼓をたたいて町内住民へ起床を促す。５時30

分より各隣組の代表が御仮屋前に集合し御仮屋立
てを行う。前日に業者が足場を組み立てているの
で，御仮屋の建設に必要な資材や道具を町内会所
有の小屋（□□33年７月９日建造との記載あり）
から東北電力須賀川営業所前（南町黒門跡）広場
へ運び出す。同時進行で神輿（年号等の記載なし）
も消防団屯所前へ移動し，台座に乗せて担ぎ棒を
とりつける。神輿の台座には「昭和７年７月 工
作人山岸栄太郎」と記されている。また，町境旗，
旗場の設置については，町境に町境旗を２本と黒
門付近に幡場を二か所置き，旗・笹・ちょうちん
を飾り付ける。この作業は７時を目安に終了とな
る。
　８時から業者によって御仮屋が組み立てられ
る。少し前までは御仮屋もすべて町内会の住民の
手で組み立てていたが，建築基準法などで規制が
かかったために足場を組む必要が生じるように
なったといい，現在は業者に外注して組み立てを
行っている。現在の御仮屋は宝くじの助成により
2009年７月に新調したもので，その以前について
は1922年に神輿を新調した記念の写真が町内会館
に現存している。御仮屋の組み立てはおおよそ２
時間程度を要する。11時30分頃より神輿を完成し
た御仮屋の内部へおさめる。平日の昼間は町内の
若い人の多くは勤めで出払っているうえ，役員は
年齢的・体力的に厳しいので，東北電力須賀川営
業所社員有志の力を借りて移動を行う。その後御
仮屋には幕（青白の幕は平成10年７月14日三丁目
町内会，正面の奉納幕は昭和26年７月15日の記載）
をはり，飾り付けを行う。また，神輿の前に御神酒，

塩，米，野菜，果物，魚，きゅうりをお供えする。（三
宝は1933年に奉納されたものと1971年７月に奉納
されたものが混在している。）
　15時30分より三丁目会館にて女性会（婦人会）
がお迎え祭りのためご飯の支度をする。女性会の
会長によれば，「祭礼期間中は連日食事の支度を
行っているが，皆来られる範囲でお手伝いを頂い
ている。自分もそうだし，みんなそう。」という
ことである。
　17時より三丁目会館と御仮屋それぞれでお迎え
祭の神事が行われる。大町町内会（旧二丁目）役
員２名，猿田彦，きうり天王祭実行委員三役（庶
務は三丁目会館の留守番），嘱託委員，神炊館神
社祢宜が同席する。17時になるとまず大町町内会
の役員二名，猿田彦，きうり天王祭実行委員三役
が三丁目会館へ集合し，大町町内会が接待を受け
る。17時20分に大町町内会役員が三丁目会館から
タクシーに乗車して神炊館神社へ祢宜を迎えに行
き，その後御仮屋へ祢宜を誘導する。大町町内会
役員はここまでで退席する。一方，同時間帯に実
行委員三役と猿田彦は徒歩で御仮屋に向かう。17

時30分頃御仮屋に大町町内会関係者以外の全員が
集合する。祢宜が岩瀬彦命の御神体を神輿へうつ
す「御霊移しの儀」が執り行われる。祢宜はマス
クをして御神体に自分の息がかからないようにし
ている（厳密にはマスクをしている最中にお話を
するのもご法度で，かつ，御神体は何重にも布で
くるまれているとのこと）。その後，御祓いを行い，
御祈祷をしたあとに二礼二拍手一礼し，御仮屋を
離れて三丁目会館へ移動する。17時45分になると
御仮屋での神事に同席した全員が三丁目会館一階
大広間へ集合し，先程と同様に御祓いを行い，御
祈祷をし，二礼二拍手一礼を行う。17時50分に実
行委員三役と猿田彦が祢宜を接待する。
　19時よりお迎え祭の神輿渡御が行われる。青壮
年会を中心とする10代～中年の町内男性らが神輿
の担ぎ手を担うのだが，人手不足のため町内の人
間に呼ばれた町外の男性，隣接町内会である四丁
目町内会の男性らも神輿担ぎに応援として参加す
る。全員で御仮屋の中に奉納された神輿を外に出
したあと，御神酒をいただき，その後御仮屋から
本町交差点まで行って御仮屋に戻り，町境旗のあ
る美容室まで行き，御仮屋まで引き返す。このルー
トをパトカー，青壮年会長，神輿，こども行列の
順に並んで練り歩く。途中の休憩はなく，まっす
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ぐの大通りを往復するのみである。Ｕターン地点
で神輿を揉む。最後の美容室（町境旗）から御仮
屋まで走って御神輿が戻ってきたのち，神輿は再
び御仮屋の中に奉納される。神輿渡御の参加者に
聞き取りを行ったところ，神輿の練り歩きルート
は年々短くなっていて，神輿渡御自体が形式的な
ものになっていることがわかった。現在の役員の
方々が小学生の頃は，神輿は御仮屋を出発して須
賀川駅まで行き，その後同じ道を通過して御仮屋
を通りすぎ，旭ケ丘公園内朝日稲荷神社の境内に
ある岩瀬神社まで渡していたため，岩瀬神社から
御仮屋に神様をお迎えするということで「お迎え
祭」といったのであろうとのことであった。また，
こども育成会の子ども行列は「きうり天王祭」と
書かれた旗を持ち，御仮屋から本町交差点まで
行ったあと御仮屋まで引き返すルートを神輿の後
について練り歩く。お迎え祭と同時間帯に菓子券
引き換え受付を設置する。庶務会計と猿田彦は三
丁目会館にて留守番をつとめており，女性会は20

時からの直会のために食事の支度を行っている。
この時はさまざまな役割が同時進行で活動してい
る。
　20時から三丁目会館にて打ち上げ（直会）が行
われる。きうり天王祭実行委員会三役，協議員，
猿田彦が三丁目会館の１階で宴会（直会）を行う。
その他神輿担ぎ・こども行列に参加した人は２階
で宴会を行う。これで祭礼期間の１日目は終了す
る。
　７月14日は８時より三丁目会館に女性会が集合
し，前日の宴会の後片付けを行う。直会に立ち会っ
た男性陣は誰一人片づけには参加しない。９時40

分より三丁目会館，屯所前広場にて宵祭り準備に
取り掛かる。子ども育成会，青壮年会が中心とな
り，三丁目会館から宵祭りに必要となる荷物を運
び出す。青壮年会は消防団第一分団屯所前に警備
本部を設置する。その後，警察署・商工会議所に
通行止めに必要な標識が置いてあるのでそれらを
取りに行き，指定の場所に設置を行う。10時に御
仮屋の再準備にとりかかる。御仮屋前の「せいし
うや」で一晩預かってもらっていたお供え物をも
とに戻す。お賽銭箱の設置と御護符（御供米，中
の米はコシヒカリ），うちわを参拝者に受け渡す
ための準備を合わせて行う。
　現在の参拝の仕方としては，参拝者は胡瓜二本
を供え，二礼二拍手して鈴を鳴らし，お賽銭を入

れる。青壮年会のきうり交換担当者は参拝者へお
返しの胡瓜一本，御護符（御供米）一包，うちわ
一本をセットにして参拝者にお渡しする。はやい
人は早朝からきゅうりを供えにくるので，その都
度対応する。最初のお返しのきゅうりはお供えし
てあるものの中からお渡しする。きゅうりはなる
べくまっすぐしていて形の良いものを選別して，
まがっているものなど見栄えの悪いものは渡さな
いように気を付けるのがルールである。
　13時より宵祭り開始となり，県道355号（須賀
川―二本松線）に通行止めが敷かれる。御仮屋で
は青壮年会がローテーションを組んできゅうり交
換など参拝者への対応をする。御仮屋には上れる
人と上れない人がおり，喪中の期間の人は御仮屋
の上に上がることができない。また，決まりがあ
るわけではないが，慣習として基本的には女性も
御仮屋には上がらない。また，屯所前テントでは
こども育成会が焼きそば，フランクフルト，かき
氷，手ぬぐいなどを販売する。御仮屋前テントで
は女性会が赤飯，参拝用きゅうり，餅の販売を行
う。売り上げは後日全額社会福祉協議会に寄付さ
れる。16時20分より御仮屋にて御霊移しの儀を行
う。猿田彦，神炊館神社祢宜，御嶽山神社宮司が
担当する。神炊館神社祢宜が牛頭天王の御神体を
御仮屋の中に安置した神輿の中におさめる。
　17時より三丁目会館にてきうり天王祭実行委員
会三役，猿田彦，神炊館神社祢宜，御嶽山神社宮司，
隣接町内会，来賓が参加して宵祭りの直会が行わ
れる。その後，18時頃からきうり実行委員会三役，
猿田彦，神炊館神社祢宜，御嶽山神社宮司が御仮
屋に戻って御祈祷を行う。参拝やきゅうり交換が
なされている中で神事を執り行う。神事の流れと
しては，御仮屋の上にあがって神炊館神社祢宜が
太鼓を鳴らし，御嶽山神社宮司が礼をし，祝詞を
あげ，再度礼をし，御祓いを行う。この時，御神
体だけでなく参拝者に対しても御祓いを行う。神
炊館神社祢宜も礼をし，祝詞をあげ，再度礼をす
る。そして，神炊館神社祢宜と御嶽山宮司が同じ
祝詞を読み上げ，御祈祷をする。そして，旧三丁
目町内会の代表が御仮屋にあがり，二礼二拍手一
礼をする。18時30分より宵祭り参拝者への御祓い
のために猿田彦，神炊館神社祢宜，御嶽山神社宮
司が周辺をまわる。参列者列を一周したあと，も
う一度戻って御仮屋周辺にて参拝者を御祓いす
る。神職らは軽い接待を受けたあと，猿田彦によっ
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てそれぞれの神社に送り届けられる。参拝者は絶
えることなく，21時頃にはうちわや御護符が不足
する。その際はきゅうり１本のみお返しすること
となる。
　21時に露店は営業終了となり，22時の通行止め
解除に向けて片づけをする。22時の通行止め解除
に伴い，青壮年会が標識などをそれぞれの場所か
ら回収し，警察署へと返納する。これで祭礼期間
の２日目，宵祭りは終了となる。
　７月15日は朝６時より，旧三丁目町内会住民の
有志によって御仮屋から露店があった大通りのゴ
ミ拾いがなされる。
　９時25分から御仮屋にて本祭りが執り行われ，
きうり天王祭実行委員会三役，町内会副会長，猿
田彦，神炊館神社祢宜が同席する。まず御仮屋の
上にあがって御神体が奉納されている神輿の前に
出て二礼し，祢宜が祝詞をあげたあと，二礼二拍
手し，同席している人たちに対して御祓いを行う。
その後再度二礼し，祝詞をあげる。代表に合わせ
て全員で二礼二拍手を行ったあと，祢宜が御神体
二柱を取り出して祢宜と猿田彦は神炊館神社へと
戻る。他の同席者はお供え物を片づける。本祭り
は10分程度で，形式的なものである。11時30分に
なると，午後の業者による御仮屋解体と夕方のお
送り祭とに備えて神輿の装飾品を外し，御仮屋か
ら屯所前へ出す作業を行う。13時より評議員，猿
田彦が三丁目会館にてお賽銭勘定を行う。宵祭り
翌日が土日祝日の場合は須賀川信用金庫が営業し
ておらず，翌日御日待での決算報告に間に合わな
いため，手作業でお賽銭を数える。宵祭り翌日が
平日の場合は須賀川信用金庫の窓口に持ってい
く。午後は業者によって御仮屋が解体され，足場
も撤去され，13日朝の状態へと戻される。16時よ
り三丁目会館にてお送り祭後の食事の準備を女性
会が行う。19時から青壮年会，こども育成会の大
人たちが消防団屯所前に集合し，御神輿を担いで
練り歩くお送り祭を行う。お送り祭もお迎え祭同
様に隣接町内会の若者が手伝いとして参加する。
20時より打ち上げ（直会）が三丁目会館にて行わ
れる。神輿渡御に参加した人，役員などが参加す
る。祭礼期間の３日目が終了となる。
　７月16日は５時30分に集合し，御仮屋片づけと
旗片づけを行う。13日の準備と同様である。８時
より女性会が三丁目会館の片づけを行う。10時よ
りきうり天王祭実行委員長が御初穂返礼のお礼参

りに向かう。昔は御初穂返礼も猿田彦の役目だっ
たという。17時より評議員，青壮年会，子ども育
成会が参加して三丁目会館にて祭りで使用した物
品の片づけを行う。18時から御日待（直会）が行
われる。きうり天王祭実行委員会三役，評議員，
青壮年会会長，子ども育成会会長，女性会会長，
猿田彦が出席する。会長からの挨拶のあと，庶務
会計からきうり天王祭の決算報告と特別協賛金の
紹介がなされ，反省会と称しての懇談会が行われ
る。これをもって祭礼期間の最終日を終える。
　祭礼期間の４日間を通して，最も多くの時間や
手間が割かれていたのは，食事をする，杯を交わ
す，そのための準備をする，といった「祭りに関
わる人が共に飲食の時間を共有する」直会行為で
あった。また，幅広い年代のきうり天王祭はまつ
りに関わる旧三丁目町内会の住民同士の結束を強
化する機能をもっており，コミュニケーションの
場として位置付けられているということができ
る。

④　「きうり天王祭」の財政的状況について
　きうり天王祭の収支予算・決算については，本
研究を進めるにあたり，きうり天王祭実行委員会
から2010年度の予算書と，2013年度から2017年度
の予算書ならびに決算書の資料を得ることができ
た。その決算を示したのが表１である。

　収入を見ると，2013年度から2017年度の５年
間で38,827円の増額となっている。2010年度と
2013年度以降の決算書を比較すると，大きな違い
が２点みられる。ひとつは，支出に関するもの
で，2013年度以降は「御仮屋建設費」として2013

年度は140,000円，2014年度以降は194,400円の支
出項目が設けられている。この費用は御仮屋の建
設にあたって足場を設けて組み立てを行う作業を
業者に外注することに充てられている。2010年度
の予算書にこの名目は存在しない。もうひとつ

　表１　きうり天王祭の決算額（単位：円）

収入 支出 収支
2013年度 1,001,247 990,157 11,090
2014年度 1,019,654 1,110,970 △91,316
2015年度 1,050,477 1,097,894 △47,417
2016年度 1,042,500 1,094,155 △51,655
2017年度 1,040,074 1,103,293 △63,219
資料：きうり天王祭実行委員会資料による。
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は収入に関するもので，「特別寄付金」の項目が
増設されている。特別寄付金は2013年度以降毎年
100,000円組み込まれており，これは各年度の収
入の約１割にあたる。この特別寄付金はきうり天
王祭実行委員長によるもので，実質的にきうり天
王祭実行委員長が自腹を切って「御仮屋建設費」
の新設による赤字分を補てんしている形となって
いる。
　この他の特徴としては，収入の部に設けられて
いる「きゅうり益金」がある。これは，宵祭りで
参拝者によって御仮屋に供えられたきゅうりを翌
日市内の食品加工業者に売ることによって得られ
る収入である。食品加工業者が引き取るきゅうり
の量は，30キロの米袋にきゅうりを詰めたもの20

～25袋分におよぶ。
　収入で最も大きい割合を占めているのは「各事
業所の協賛金」である。これは，旧三丁目町内会
の青壮年会メンバーが須賀川市内の事業所にお願
いにまわって得た協賛金である。その対象は旧三
丁目町内会内に限定されない。各事業所協賛は毎
年300,000円を超えており，毎年収入のおよそ３
分の１を占めている。次に大きいのは町内協力金
であり，町内会各戸から集められた寄付金によっ
て賄われており，毎年150,000円前後で推移して
いる。このほかに町内会で賄っている収入項目
は「町内会補助」であり，町内会費の積み立てか
ら毎年85,000～90,000円支出されている。特別寄
付金を除けば，旧三丁目町内会住民によって賄わ
れている収入はこの２項目のみであり，合計金額
は250,000円に満たない。残りの収入に関しては，
実行委員長による特別寄付金が全体の１割，残り
がお賽銭や観光協会，隣接町内会や御日待・直会
で寄せられる来賓からの御初穂である。以上のこ
とから，きうり天王祭の財政は旧三丁目町内会地
域からの収入のみでは立ち行かないまでに祭りの
規模が大きくなっている。

Ⅲ　町内会アンケートの分析

１．アンケートの調査方法
　本研究では「きうり天王祭」について，地域住民
がどのような意識を持っているか，現状をどのよう
にとらえているか，また，どのようなかかわりを
持っているかの３点を明らかにすることを目的とし
て，アンケートを実施した。本アンケートでは，旧

三丁目町内会地域に居住している20歳以上の男女を
調査対象者とし，旧三丁目町内会に属している142

軒，旧三丁目町内会には参加していないが旧三丁目
町内会の区域内に居住している３軒，計145軒に無
記名質問紙法による質問紙を配布した。
　配布にあたっては，嘱託員の方の協力が得られた
ため，①町内会の回覧板に回覧資料を挟み込み，②
調査票４枚・返信用封筒１枚を封筒に封入したもの
を戸数分用意し，①②を同時に隣組内で回してもら
い，各戸で該当者に記入してもらう方法をとった。
匿名性保持の観点から，直接訪問しての戸別回収を
行うのではなく，返信用封筒で回収した。配布期間
は９月１日～10日頃（三丁目町内会では回覧板を１
日と15日の月二回まわしており，また組によって戸
数にばらつきがあるため，配布の完了日は特定で
きない），返信期間は９月１日から９月15日頃まで
としていたが，返信のあったものはすべて集計対象
とした。回収できたアンケートは65軒分，回収率は
43.4%，回収できたアンケートの枚数は113枚であっ
た。

２．アンケート集計結果
　アンケート回答者の性別は，男性が49人で全体の
43%，女性が64人で全体の57%であった。年齢につ
いてみると，回答者数全体のうち60代以上の高齢者
が占める割合は，男性では57%，女性では54%，全
体では56%となった（表２）。須賀川市平均の高齢
化率（2017年 27.1%）と比較して大きな差がある。
旧三丁目町内地域は須賀川市の中でも特に高齢化が
進行している地域であることが推測される。反対に，
20代，30代など若い年代層の回答者数は少なかった。

　旧三丁目町内における居住年数については表３の
結果が得られた。20代では20年以上居住していると

　表２　年代別回答者数

回答者数
20代 9

30代 14

40代 12

50代 15

60代 25

70代 23

80代以上 15

計 113

資料：アンケート調査による
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答えた回答者が７割を占めた。一方で30代では５年
未満と回答した人が７人と半数を占めており，この
うち５人が後述する子ども育成会へ加入している。
結婚や出産，子育てをきっかけに旧三丁目町内に移
住してきた人が多いことが反映された結果と考えら
れる。また，全体をみてみると，20年未満の居住者
は25人で全体の22%，20年以上の居住者は88人で全
体の78%と長期にわたって定住している人の割合が
大きくなっており，対象地域は移動性が低いという
特徴を持っていると考えられる。

　職業については，表４に示した。自営業と回答し
た９人のうち職場が市内にあるのは５人，残る４人
は不明，市外に職場がある人はいなかった。会社員・
団体職員・公務員などと回答した41人のうち職場が
市内にあるのは９人，市外へ通勤している人は12人，
残る20人は不明である。学生と回答した人はいずれ
も市外の学校に所属している。その他と回答した５
人の内訳は，年金受給者，パート，アルバイト，求
職中，市内和菓子店の従業員となった。無回答は１
人であった。

　町内会での役割・所属組織については，表５に示
した。これについては男女差が顕著である。「所属
なし」と答えた人の割合について，全体に占める割
合は46%にのぼった。男女別では，女性全体に占め
る「所属なし」回答女性の割合は52%，男性全体に
占める「所属なし」回答男性の割合は39%であった。
　また，全体的にみると，20年未満の居住者25人の
うち所属なしと答えた人は10人で40%であったのに
対し，20年以上の居住者88人のうち所属なしと答え
た人は42人で48%であった。本アンケートでは現在
の状況について尋ねているため，「所属なし」と答
えた人は，①町内会での組織に所属した経験が一度
もないというパターンと，②これまでに何らかの役
割に属していたことはあるが，各々の事情により抜
けたため今は所属をしていないという２パターンが
混在していると考えられる。

　きうり天王祭の認知については，知っている112

人，無回答１人であった。旧三丁目地域内において，
「きうり天王祭」を知らない人はほぼいないといえ
るであろう。７月14日の「きうり天王祭宵祭り」へ
の参加経験について，「きうり天王祭宵祭り」に行っ
たことがあるかについては，あるが108人で95%，
ないが４人で４%，無回答が１人で１%であった。
「ない」と答えた人には理由（複数回答可）を問う
たところ，「仕事などが忙しい」２，「興味・関心が
ない」１，「人混みが嫌い」１，「その他」１であった。
　宵祭りではどんなことをしたことがあるか（複数
回答可）については，108人の有効回答が得られた。
結果は表６の通りである。「御仮屋へ参拝し，きゅ
うりを奉納する」が最も多く，有効回答数に占める
割合は70%に上った。御仮屋への参拝やきゅうりの
奉納は，厳格な作法もなく，手順が簡単なので，小
さい子どもや高齢者であっても，御仮屋への移動手

　表３　居住年数別回答者数

回答者数
５年未満 10

５年以上10年未満 4

10年以上20年未満 11

20年以上30年未満 21

30年以上40年未満 14

40年以上50年未満 10

50年以上60年未満 17

60年以上 26

計 113

資料：アンケート調査により作成

　表４　回答者の職業

農業 2

自営業 9

会社員など 41

学生 2

主婦 21

無職 32

その他 5

N.A. 1

計 113

資料：アンケート調査による

　表５　町内会での役割・所属組織

男 女
評議員 9 0

青壮年会 7 0

子ども育成会 8 10

親寿会 7 4

婦人会 0 10

その他 3 2

なし 19 33

N.A, 0 3

資料：アンケート調査による。
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段を確保し参拝列に並ぶことができれば，誰もが参
加出来るため，参加経験を持つ人が多いと考えられ
る。次いで多かったのは「露店などを見てまわる」
で有効回答数に占める割合は62%であった。この回
答者がもつ参加経験は，祭りの「見物人」としての
参加経験である。３番目に多かったのは祭りの担い
手としての参加経験を持つ「役員・係として運営に
関わる」で，有効回答数に占める割合は44%であっ
た。

　７月14日の宵祭りを除いた「きうり天王祭」につ
いて，宵祭り以外に参加したことがあるもの（複数
回答可）は表７の通りである。その他については，
御護符づくり，隣組の当番，町内会総務などの事前
準備や人出・にぎわいの程度見学，が挙げられた。「御
仮屋建て」と「御仮屋のとりほぐし」は，毎年各隣
組から２人の協力を募っており，この回答を選んだ
人の多くが隣組組長の当番が回ってきた年に協力し
ていると回答していた。隣組組長は隣組内での輪番
制のため，「所属なし」の人も「御仮屋建て」は男
性13，女性15，「御仮屋のとりほぐし」は男性13，
女性11と参加の経験が他の項目に比べて多かった。
本祭り（15日の神事）への参加経験があると回答し
た回答者が比較的多かったが，男女別にみると男性
28，女性８となっている。慣習的に，女性には御仮
屋にあがる役割が与えられていないため，本祭りと
何か別の祭事とを混同している可能性が高い。一方
男性についても，原則本祭りに同席するのは実行委
員会三役と猿田彦のみであるため，女性同様に別の
祭事と混同している可能性がある。どの祭事と混同
していたかについては，14日の宵祭りにて夕方御仮
屋で行われる祝詞の読み上げ・御祈祷に居合わせた
ことがある，15日に御仮屋で行われる本祭りを見学
してその場に居合わせたことがある，15日に町内会
館で御祈祷に居合わせたことがある，などの例が考
えられる。
　「お迎え祭（13日）」と「お送り祭（15日）」を比

べると，前者は男性27，女性24とそれほど男女差に
開きはないが，後者は男性22，女性８と男女で参加
経験に３倍近くの差がある。両者の女性参加経験を
比較しても前者は後者の３倍となっている。13日の
お迎え祭では男性陣が担ぐ神輿のうしろに子ども行
列を成して練り歩きを行うため，①子どもの引率・
見守りを行っている母親たち（あるいは昔その経験
をした祖母たち）②子ども行列は男女に関係なく参
加できるため，自分が子供の時に参加したことのあ
る女性たち③町内会館で留守番やご飯の支度をする
女性たち，といったものが考えられる一方，15日の
お迎え祭では子ども行列がないため，女性が参加す
る出番というのは原則③以外にないことが，「お迎
え祭（13日）」と「お送り祭（15日）」について女性
の回答に差が生まれる要因であると考えられる。逆
に男性であまり変化がないのは，男性には両日とも
に役割があり，健康で丈夫な比較的若い男性陣は神
輿を担ぐこと，腰痛や加齢などがあっても元気なう
ちは神輿誘導や交通整理などの役割があること，神
輿を動かすには一定程度の人数が必要であるが，町
内の人間の人数は限られているため，昔から皆やら
ざるを得なかったという事情があると考えられる。
　参加したことがないと回答したのは13人で，男性
２，女性11であった。男性はいずれも所属なし，女
性は10人が所属なし，１人が親寿会であった。参加
したことのない理由は（複数回答可），「参加の方法
がわからない」３，「仕事などの都合で日程が合わ
ない」10，「知り合いがいないのでつまらない」０，
「興味はあるが行きづらい」１，「興味・関心がない」
１，「人づきあいが面倒である」２，「宗教上の理由」
０，「その他」５であった。その他の理由としては，
引っ越して間もない，高齢，体調不良，配偶者に任
せている，が挙げられた。

　表６　宵祭りではどんなことをしたか

役員として運営に関わる 47

御仮屋へ参拝し，きゅうりを奉納する 76

露店などを見て回る 67

露店を出店する 15

その他 9

資料：アンケート調査による。

　表７　宵祭り以外の行事参加経験

御仮屋建て 63

御仮屋のとりほぐし 58

お迎え祭 51

本祭り 40

お送り祭 30

直会 20

町内会館でのご飯の支度 17

神事への同席 17

参加したことがない 13

その他 6

資料：アンケート調査による。
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　参加したことがないと回答した13人のうち，きう
り天王祭が４日間かけて行われていることを知って
いたかどうかについて「知っていた」と回答したの
は６人，「知らなかった」と回答したのは７人であっ
た。また，「参加してみたいと思う」が２人，「参加
してみたいと思わない」が10人，無回答が１人であっ
た。
　宵祭りを除いた「きうり天王祭」に参加したこと
があると回答した人に対して参加頻度を問うた結果
は表６の通りである。この項目については83人の有
効回答が得られた。宵祭り以外の行事に「今年初め
て参加した」と回答した人は０人であった。「とき
どき参加している」と回答した人に対して頻度につ
いて問うたところ，２年に一度が１，３年に一度が
２，４年に一度が１，７年に一度４，８年に一度が３，
年数は記述なしでの「組長になった時」が２の回答
が得られた。７-８年に一度の答えが多い要因とし
ては，隣組は旧三丁目町内区域に計20組あり一組あ
たりの戸数は１～16軒と幅があるが，一組当たり６
-８軒の組数が多い為であると考えられる。「以前は
参加していたが，現在は参加しなくなった」と回答
した人に対してその理由を問うたところ，高齢化４，
体調不良４，仕事の都合３，子どもが大きくなった
から２，身内の介護１であった。また，「Ｂ毎年参
加している」と答えた47人のうち，町内会での役割
について「所属なし」と答えた人は５人，無回答が
１人だった。残りの41人については町内会の何らか
の組織に普段から属していることが分かった。

　現在の「きうり天王祭」に対する満足度について
問うたところ，表９の結果が得られた。本アンケー
トの回答者の88%が，現在行われているきうり天王
祭に対してポジティブな受け止め方をしている。
　満足度を男女別にみると，性別による有意差は見
られなかった。また，年代別に見ると，どの年代に
おいても，「Ａとても満足に思っている/Ｂやや満
足に思っている」との回答が７割を超えた。一方で，
30代から70代にかけては「Ｃやや不満に思っている」
と回答した人が１人以上いた。満足度を居住年数別
にみると（表10），居住年数５年未満では「満足に
思っている」か「関心がない」で極端に評価が割れ
た。５年以上10年未満，10年以上20年未満，20年以
上30年未満，30年以上40年未満と年数が上っていく
につれて「不満に思っている」割合は減少の傾向を
見せる。40年以上50年未満の居住年数層が最も「き
うり天王祭」に対する満足度が高かった。しかしそ
れ以上の居住年数では，満足に思っている割合は減
少していることが読み取れる。
　満足度を職業別に見ると，農業を含め，自営業を
営んでいると回答した人の中には「不満に思ってい
る」または「関心がない」と答えた人が全くいなかっ
たのに対して，会社員・団体職員・公務員などいわ
ゆるサラリーマンとして働いていると回答した人た
ちの中には「不満に思っている」または「関心がな
い」と感じている人が１割から２割程度存在するこ

　表９　きうり天王祭への満足度

非常に満足している 52

やや満足している 47

やや不満である 6

非常に不満である 1

興味・関心が無い 5

N.A. 2

資料：アンケート調査による。

　表８　宵祭り以外の行事への参加頻度

今年初めて参加した 0

毎年参加している 47

時々参加している 20

以前は参加していたが今はしていない 16

資料：アンケート調査による。

　表10　居住年数別きうり天王祭への満足度

５年未満 ５～10年 10～20年 20～30年 30～40年 40～50年 50～60年 60年以上
非常に満足している 5 1 4 7 7 4 12 14

やや満足している 4 2 6 10 5 6 4 8

やや不満である 0 1 1 2 1 0 0 1

非常に不満である 0 0 0 0 0 0 1 0

興味・関心が無い 1 0 0 2 0 0 0 2

N.A. 0 0 0 0 1 0 0 1

資料：アンケート調査による。
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とが特徴的である。
　満足度を町内会での組織の所属別に分けたものが
表11である。まず，「所属なし」の集団にのみ「関
心がない」という回答が集まった。しかし，「所属
なし」でも「とても満足に思っている」という評価
は４割を超えている。この「とても満足に思ってい
る」という回答が集団を占める割合が最も少なかっ
たのは女性会（婦人会）で，２割強にとどまった。
また，評議員は「とても満足に思っている」の回答
割合が９割近い。これは評議員が運営の中核を担っ
ていることによって自分たちの考える「きうり天王
祭」を実行できているという現状に満足していると
いうことのあらわれではないかと推測される。

３　旧三丁目町内会地域住民にとってのきうり天王祭
　旧三丁目町内会がきうり天王祭を運営する実行的
な役割を担っていることは事実であり，Ⅱで述べた
ように現在のきうり天王祭の規模が旧三丁目町内会
を中心とする運営組織を超えて大きくなっているこ
ともまた現状である。しかしながら，本アンケート
調査の自由記述からは，町内会地域に住む住民は運
営の状況が厳しいことへの認識に理解を示しながら
も，「続けていってほしい」「続いてほしい」といっ
た意見を持っている人が多い傾向がみられた。
　また，「市の祭礼にして，負担を軽減してほしい」
「祭礼日を固定ではなく土日に合わせて参加し易く
してほしい」という意見も多数挙げられた。これは，
同時期に行われる他の隣接町内会の夏祭りが，町内
会の人口減少や人手不足などの事情で，近年，祭礼
日を曜日に関わらない固定の日付から土日などの休
みの日に合わせた日程へと変更する動きがみられて
いることや，松明あかしが行政主導で須賀川市の「伝
統行事」になっていることを見聞きしていることに
影響を受けていると考えられる。その一方で，「旧

　表11　所属別きうり天王祭への満足度

評議員 青壮年会 婦人会 親寿会 子ども
育成会 なし その他 N.A.

非常に満足している 8 3 2 7 8 22 1 1

やや満足している 0 4 6 3 9 21 3 1

やや不満である 1 0 0 0 1 3 0 1

非常に不満である 0 0 0 0 0 1 0 0

興味・関心が無い 0 0 0 0 0 5 0 0

N.A. 0 0 1 1 0 0 0 0

資料：アンケート調査による。

三丁目町内会のお祭なので日付は変えないでほし
い」「祭礼であり神事なので日付は変えないでほし
い」という意見も挙げられた。

Ⅳ　結　　　論

　「きうり天王祭」について，明治から大正にかけて
の時代に，牛頭天王社の祭礼が胡瓜天王と呼称される
ようになり，それまで行われてきた「天王祭」が「胡
瓜天王」へと変容したことによって，今日まで行われ
ている「きうり天王祭」の原形が出来上がった。ま
た，「きうり天王祭」は昭和の高度経済成長期以降，
宵祭りの露店の盛況や市内の各事業所からの協賛金の
獲得，知名度の向上などの要因によって，旧三丁目町
内会地域内から範囲を広げて，隣接町内会を含めた地
域コミュニティ，ひいては須賀川市を代表する夏の風
物詩としての伝統的な行事へと位置付けられることと
なった。
　しかし大規模化した「きうり天王祭」は，大きな祭
りになってしまったがゆえの課題に直面し，過渡期を
迎えていると考えられる。近年の課題としては，「き
うり天王祭」の運営に携わる担い手不足・世代交代の
困難さが挙げられる。その要因としては，旧三丁目町
内会地域内における高齢化の進行，旧三丁目町内会地
域在住者の生業の変化，それに伴う生活範囲の広がり，
若者の旧三丁目町内会地域外への流出といった地域社
会の変化がある。
　伝統的行事である「きうり天王祭」は，旧三丁目町
内地域にコミュニケーションの場を提供し，地域がま
とまるための機会を与え，地域住民にとってのアイデ
ンティティの欲求を満たすことを可能とする場として
の機能を持っている。しかしながら，時代の移り変わ
りによって生じた物事の優先順位の変動や社会構造の
変化を鑑みると，その機能は現代の社会生活にマッチ
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しない部分があり，機能が十分に生かされているとは
いえない。
　旧三丁目町内会地域にとって持続可能な「きうり天
王祭」とは何か，その軸の取捨選択について考えてい
くべき時期が迫っていると考えられる。「きうり天王
祭」は今や，市内の他の町内会の夏祭りと比べた知名
度や宵祭りの人出の動員数において，行政主導の「伝
統行事」である松明あかしに匹敵する規模の祭りと
なっている。また，地域振興のための「イベント」と
して育てていくのであれば，須賀川市の特産物である
岩瀬きゅうりとの関連づけを強めていくという方向性
もある。逆に，旧三丁目町内会住民のための祭りとし
て存続を，というのであれば，見直しを行うことも必
要であろう。
　こうした事情を鑑みると，きうり天王祭実行委員会
には，長期的な視点を持った「きうり天王祭」の運営
が望まれる。やる気のある若者や女性がいれば積極的
に祭事委員に起用するといったことや，神輿を担ぐ人
を地縁者に限定しないといったことで開かれた伝統行
事にすることもひとつの方策であろう。「きうり天王
祭」はこれまでも時代の流れに合わせて祭りの在り方
を探り，必要に応じて改変を加えながら今日に至って
いる。守るべき伝統とは何なのか。今，「伝統的行事」
として祭りの在り方が問われているように思われる。
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